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♦小林瀧尾神社の神木スギ（市指定天然記念物）
　

　小林瀧尾神社は小林地区中央にあって、昔か
ら小林地域の平穏無事と五穀豊穣を祈念し、ま
た幅広い御神徳は近郷近在の信仰厚く、歳旦際
や獅子舞奉納祭など様々な祭事が執り行われ、
多くの参拝者があります。
　その神社境内に市指定の天然記念物である巨
大なスギが古くから神木として尊ばれ、関白流
獅子舞とともにこの地域の代表的な文化財と
なっています。
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正
副
議
長
あ
い
さ
つ
・
臨
時
会
議
案
審
議

第
２
回
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
第
２
回
日
光
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
手て

づ

か

ま

さ

み

塚
雅
己
議
員
が
、
副
議
長
に
齊さ
い
と
う
ま
さ
み

藤
正
三

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
今
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部
提
出
議
案
７
件
、
報
告

１
件
、
選
挙
３
件
で
し
た
。

選

挙

議
長
の
選
挙

副
議
長
の
選
挙

常
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
長
の
常
任
委
員
辞
任
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て[

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解]

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

[

日
光
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定]

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

[

日
光
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定]

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

[

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定]

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
外
１
件
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
継
続
審
査
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
継
続
審
査
に
つ
い
て

当

選

当

選

議
長
指
名

許

可

議
長
指
名

報

告

当

選

原
案
承
認

原
案
承
認

原
案
承
認

原
案
同
意

原
案
同
意

継
続
審
査

継
続
審
査

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
日
光
市
五
代
目
の
議
長
、
副
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の

重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地

方
自
治
体
の
自
主
性
・
自
立
性
が
以
前
に

も
増
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二

元
代
表
性
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
日
光
市
に
お
い
て
は
、
地
域

経
済
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

の
振
興
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の

代
表
と
し
て
の
責
任
を
強
く
自
覚
し
、
議

員
各
位
が
市
民
の
皆
様
の
思
い
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
そ
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
開
か
れ
た
議
会
の
実

現
に
向
け
て
引
き
続
き
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議

案

第

45

号

選

挙

報

告

第

２

号

選

挙

議

案

第

46

号

議

案

第

47

号

議

案

第
48
・
49
号

議

案

第

50

号

議　長

手
て づ か ま さ み

塚雅己

副議長

齊
さいとう

藤正
ま さ み

三
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常
任
委
員
会
構
成

常任委員会・議会運営委員会名簿

委 員 会 名

総務常任委員会

（ 定 数 ７ 人 ）

市民福祉常任委員会

（ 定 数 ７ 人 ）

産業観光常任委員会

（ 定 数 ７ 人 ）

教 育 建 設 水 道

常 任 委 員 会

（ 定 数 ７ 人 ）

議会運営委員会

（ 定 数 ９ 人 ）

委 員 名

山　越　一　治

小久保　光　雄

田　村　耕　作

粉　川　昭　一

大　門　陽　利

福　田　悦　子

斎　藤　信　夫

筒　井　　　巌

野　沢　一　敏

加　藤　　　優

三　好　國　章

青　田　兆　史

齊　藤　正　三

福　田　道　夫

加　藤　雄　次

野　沢　一　敏

斎　藤　伸　幸

田　村　耕　作

筒　井　　　巌

鷹　觜　孝　委

齋　藤　文　明

佐　藤　和　之

川　村　寿　利

和　田　公　伸

川　村　寿　利

生　井　一　郎

鷹　觜　孝　委

荒　川　礼　子

阿　部　和　子

山　越　梯　一

瀬　高　哲　雄

齋　藤　文　明

和　田　公　伸

佐　藤　和　之

斎　藤　伸　幸

斎　藤　敏　夫

○◎

○◎

○◎

○◎

○◎

◎委員長　　○副委員長

採 決 結 果

可 ： 否

野　沢　一　敏

大　門　陽　利

阿　部　和　子

齊　藤　正　三

小久保　光　雄

齋　藤　文　明

粉　川　昭　一

荒　川　礼　子

青　田　兆　史

瀬　高　哲　雄

福　田　悦　子

加　藤　　　優

手　塚　雅　己

山　越　梯　一

斎　藤　伸　幸

福　田　道　夫

斎　藤　敏　夫

生　井　一　郎

加　藤　雄　次

佐　藤　和　之

田　村　耕　作

山　越　一　治

川　村　寿　利

筒　井　　　巌

和　田　公　伸

斎　藤　信　夫

鷹　觜　孝　委

三　好　國　章

承認

24：３

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

議長

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

議案番号　４５号

市
長
の
専
決
処
分
事

項
の
承
認
に
つ
い
て

[

日
光
市
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定]

平成 26 年第２回臨時会の
議員別賛否一覧

○・賛成　　●・反対

（賛否が分かれたもののみ掲載）
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定

例

会

議

案

審

議

第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

平
成
26
年
第
３
回
日
光
市
議
会
定
例
会
が
５
月
30
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
、
21

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部

提
出
議
案
17
件
、
議
員
議
案
１
件
、
陳
情
３
件
、
報
告
５
件
、
選
挙
１
件
で
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
６
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
11
名
の
議
員
が

25
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て[

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解]

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
継
続
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
水
道
事
業
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
日
光
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

日
光
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

日
光
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
（
外
１
件
）

副
市
長
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
外
１
件
）

公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
外
２
件
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

日
光
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町
周
辺
整
備
施
設
新
築
工
事
（
建
築
）]

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町
周
辺
整
備
施
設
新
築
工
事
（
電
気
）]

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町
周
辺
整
備
施
設
新
築
工
事
（
機
械
）]

報
　

告

報
　

告

報
　

告

報
　

告

報
　

告

当

選

推

薦

原
案
同
意

原
案
同
意

原
案
同
意

原
案
適
任

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

議

案

第

61

号

議

案

第

57

号

議

案

第

58

号

議

案

第

59

号

議

案

第

60

号

報

告

第

３

号

報

告

第

４

号

報

告

第

５

号

報

告

第

６

号

報

告

第

７

号

議

案

第

51

号

議

案

第
52
・
53
号

議

案

第
54
〜
56
号

広報委員会名簿

議会選出農業委員

委員会名 委　員
和 田 公 伸
大 門 陽 利
野 沢 一 敏
山 越 一 治
粉 川 昭 一
筒 井   巌
青 田 兆 史
荒 川 礼 子
瀬 高 哲 雄
福 田 道 夫
斎 藤 信 夫

◎
○

議会選出監査委員
生 井　一 郎

川 村　寿 利
和 田　公 伸

広 報 委 員 会

◎：委員長　○：副委員長
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定

例

会

議

案

審

議

議

案

第

62

号

議

案

第

67

号

議

員

議

案

第

３

号

陳

情

第

３

号

陳

情

第

４

号

陳

情

第

５

号

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

設

置

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

採

択

原
案
可
決

設

置

継
続
審
査

議

案

第
63
〜
66
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町
周
辺
整
備
施
設
商
業
棟
新
築
工
事]

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
外
３
件
）

[

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業]

平
成
26
年
度
（
２
０
１
４
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
行
政
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

「
介
護
・
医
療
総
合
確
保
法
案
」
の
撤
回
を
求
め
る
陳
情

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
要
請

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
陳
情

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

本
庁
舎
整
備
検
討
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

総
合
計
画
検
討
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

採 決 結 果

可 ： 否

野　沢　一　敏

大　門　陽　利

阿　部　和　子

齊　藤　正　三

小久保　光　雄

齋　藤　文　明

粉　川　昭　一

荒　川　礼　子

青　田　兆　史

瀬　高　哲　雄

福　田　悦　子

加　藤　　　優

手　塚　雅　己

山　越　梯　一

斎　藤　伸　幸

福　田　道　夫

斎　藤　敏　夫

生　井　一　郎

加　藤　雄　次

佐　藤　和　之

田　村　耕　作

山　越　一　治

川　村　寿　利

筒　井　　　巌

和　田　公　伸

斎　藤　信　夫

鷹　觜　孝　委

三　好　國　章

可 決

23：４

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●
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工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町

周
辺
整
備
施
設
新
築
工
事
（
建
築
）]

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町

周
辺
整
備
施
設
新
築
工
事
（
電
気
）]

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町

周
辺
整
備
施
設
新
築
工
事
（
機
械
）]

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

[

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
小
倉
町

周
辺
整
備
施
設
商
業
棟
新
築
工
事]

平成２６年第３回定例会の
議員別賛否一覧

○・賛成　　　　●・反対　

（賛否が分かれたもののみ掲載）

議長のため採決には加わらない

会派別議員名簿
◎：代表　（届出順）H26/5/9 現在

会 派 名 議 員 名届出日
公 　 明 　 党

日 本 共 産 党

グ ル ー プ　響

志 民 ネ ッ ト

光 風

市民フォーラム志向

成 　 　 和

◎小久保光雄

◎福 田 悦 子

◎大 門 陽 利

青 田 兆 史

川 村 寿 利

◎粉 川 昭 一

◎加 藤 雄 次

斎 藤 伸 幸

瀬 高 哲 雄

◎野 沢 一 敏

阿 部 和 子

◎佐 藤 和 之

斎 藤 敏 夫

山 越 梯 一

加 藤 　 　 優

手塚雅己（議長）

斎 藤 信 夫

齊藤正三（副議長）

荒 川 礼 子

福 田 道 夫

齋 藤 文 明

鷹 觜 孝 委

三 好 國 章

筒 井　　巌

田 村 耕 作

山 越 一 治

和 田 公 伸

生 井 一 郎

無 会 派

H26.4.17

H26.4.17

H26.5.9

H26.4.21

H26.4.21

H26.5.9

H26.4.21
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特

別

委

員

会

構

成

簿名簿名簿会名会名員会員会委員委員別委別委特別特別委員会名簿名員会名特特特特別別別特別委員会名簿別別委員会名簿簿特別委員会名簿委特別委員会名簿会会名名特別委員会名簿簿簿名名会会員員委委別別別別特特別委員会名名名別特別委員会名簿特別委員会名簿
委 員

委 員

委 員

委 員

■本庁舎整備　　　
検討調査特別委員会

（定数13人）

■総合計画　　　
検討調査特別委員会

（定数14人）

■行政調査特別委員会
【議長を除く議員全員】（定数27人）

■予算審査特別委員会
【議長を除く議員全員】（定数27人）

◎委員長　　○副委員長

◎ 山　越　梯　一

野　沢　一　敏

小久保　光　雄

青　田　兆　史

福　田　道　夫

田　村　耕　作

斎　藤　信　夫

 ○ 鷹　觜　孝　委

齊　藤　正　三

粉　川　昭　一

瀬　高　哲　雄

生　井　一　郎

筒　井　　　巌

◎ 大　門　陽　利

齋　藤　文　明

福　田　悦　子

斎　藤　伸　幸

加　藤　雄　次

山　越　一　治

和　田　公　伸

○ 阿　部　和　子

荒　川　礼　子

加　藤　　　優

斎　藤　敏　夫

佐　藤　和　之

川　村　寿　利

三　好　國　章

◎ 福　田　悦　子 ○ 斎　藤　伸　幸

◎ 齊　藤　正　三 ○ 川　村　寿　利

　日光市の本庁舎整備について
は、平成３１年度事業完了を目途
に建替えを計画している。今後、
基本計画策定・基本設計に向かっ
ていく段階にあり、議会としても
本庁舎の機能、市民のニーズなど
について調査・研究を行う。

平成２８年度からの次期日光市総合
計画について、議会としても計画策
定の段階から積極的に関与し、諸課
題、市民ニーズなどの調査・研究を
行う。

地方分権時代に即した住民サービス
の向上と広範囲な市民のニーズに対
応するまちづくり推進に向けた調
査・研究を行う。

日光市予算（補正予算を含む）を審
査するため、議長を除く全議員で構
成する特別委員会で、審査終了まで
継続して審査を行う。
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一

般

質

問

阿
部
和
子
議
員
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向
）

問
：
生
活
困
窮
者
は
、
経
済
的
な
問

題
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
な
問

題
、
家
庭
の
問
題
、
健
康
上
の
問

題
な
ど
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
自

立
す
る
た
め
に
は
就
労
が
重
要
に

な
る
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
寄
り

添
い
尊
厳
を
確
保
し
な
が
ら
自
立

に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
に

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る

だ
け
の
従
来
の
支
援
で
は
解
決
し

な
い
。

　
　

ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
付
き
添

い
、
共
に
働
き
な
が
ら
課
題
を
見

出
し
解
決
し
な
が
ら
働
く
中
間
的

就
労
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
中

間
的
就
労
支
援
と
同
時
に
、
ス

タ
ッ
フ
は
心
身
の
不
調
、
家
計
の

問
題
、
家
族
問
題
な
ど
の
解
決
も

並
行
し
て
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　
　

さ
ら
に
、
相
談
に
来
ら
れ
な
い

人
が
多
い
状
況
か
ら
、
家
族
訪
問

を
含
め
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
必
要

で
あ
る
。

　
　

市
は
、
「
生
活
困
窮
者
自
立
促

進
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施

に
、
今
年
度
手
を
挙
げ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
こ
と
を

要
求
さ
れ
る
本
事
業
実
施
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
（
阿
久
津
健
康
福
祉
部
長
）
：
当

市
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
促
進

支
援
モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
必
須

事
業
で
あ
る
「
自
立
相
談
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
と
任
意
事
業
で
あ
る

「
学
習
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を
今

年
度
実
施
す
る
。

　
　

自
立
相
談
支
援
モ
デ
ル
事
業

は
、
生
活
困
窮
者
の
抱
え
る
複
合

的
な
問
題
を
早
期
に
把
握
し
、
一

人
ひ
と
り
の
実
情
に
応
じ
た
支
援

計
画
を
作
成
し
、
自
立
で
き
る
ま

で
継
続
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
３
名
の
専
門

職
員
を
配
置
す
る
予
定
で
、
相
談

窓
口
の
体
制
や
制
度
の
周
知
方
法

を
検
討
し
て
い
る
。
相
談
事
業
の

開
始
は
９
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
学
習
支
援
モ
デ
ル
事
業

は
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど

も
達
へ
の
学
習
支
援
を
す
る
「
社

会
的
居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
対
象
枠
を
広
げ
、
生
活
困
窮
世

帯
の
子
ど
も
を
含
め
る
こ
と
に
よ

り
実
施
す
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
介
護
保
険
の
改
正
に
つ
い
て

大
門
陽
利
議
員
（
グ
ル
ー
プ
響
）

問
：
観
光
振
興
計
画
の
基
本
理
念
の

一
つ
で
あ
る
「
国
際
観
光
文
化
都

市
『
日
光
市
』
の
発
信
」
を
具
現

化
す
る
た
め
、
首
都
圏
に
当
市
独

自
の
情
報
発
信
基
地
を
来
年
開
設

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

観
光
情
報
発
信
基
地
の
内
容

と
、
開
設
に
伴
い
、
観
光
情
報

の
収
集
方
法
等
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
こ
の
基
地
の
開

設
は
、
的
確
な
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
基
づ
い
た
情
報
発
信
と
誘

客
に
繋
げ
る
体
制
づ
く
り
の
推

進
や
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
向
け
、
国
内
外
へ
の
日
光
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た

め
、
情
報
を
再
構
築
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　

ま
た
、
観
光
情
報
発
信
基
地
開

設
後
は
、
ま
だ
一
度
も
当
市
を
訪

れ
た
こ
と
が
な
い
、
言
わ
ば
「
未

来
の
お
客
様
」
も
対
象
に
し
た
、

定
期
的
な
観
光
ニ
ー
ズ
調
査
が
可

能
に
な
る
。
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
的
な
企

画
が
あ
れ
ば
日
光
市
を
選
ぶ
の
か

と
い
っ
た
こ
と
や
、
他
の
観
光
地

と
の
イ
メ
ー
ジ
の
対
比
な
ど
、
将

来
、
来
訪
先
に
日
光
市
を
選
択
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
「
生

の
声
」
を
、
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
首
都
圏
に
お
い
て
収
集
で
き

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
：
当
市
の
資
源
は
、
観
光
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
製
造
業
、
農
林

業
な
ど
に
も
優
れ
た
資
産
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
首
都
圏
に
向

け
て
、
そ
れ
ら
の
優
れ
た
日
光
ブ

ラ
ン
ド
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と

い
っ
た
攻
め
の
行
政
が
必
要
で
あ

る
。

　
　

情
報
発
信
基
地
と
併
せ
て
、
定

生
活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て

一一

般般

質質

問問

観
光
情
報
発
信
基
地
と

観
光
情
報
発
信
基
地
と

日
光
東
京
事
務
所
設
置
に
つ
い
て

日
光
東
京
事
務
所
設
置
に
つ
い
て
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一

般

質

問

　

住
促
進
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
立
案
を
担
う
、

日
光
市
東
京
事
務
所
の
設
置
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
情
報
発
信
基
地

を
検
討
す
る
中
で
、
日
光
市
東
京

事
務
所
も
視
野
に
は
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
も
、
県
の
東
京

事
務
所
と
連
携
し
企
業
誘
致
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
り
、

ま
ず
は
、
情
報
発
信
基
地
を
開
設

し
、
そ
の
後
の
状
況
を
精
査
し
て

い
く
中
で
、
市
の
東
京
事
務
所
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例
に
つ
い
て

瀬
高
哲
雄
議
員
（
光
風
）

問
：
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地

域
の
持
つ
自
然
の
多
様
性
や
環
境

を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
生

か
し
て
、
そ
の
地
域
に
人
を
呼
び

込
み
、
地
域
活
性
化
、
観
光
活
性

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
と
観
光
客
を
誘
致
す
る

観
光
振
興
課
等
の
連
携
、
お
よ
び

担
当
部
署
の
組
織
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
前
田
教
育
長
）
：
当
市
が
開
催

　

す
る
大
会
で
は
、
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
企
画
・
運
営
を
し
て
い

　

る
。
実
行
委
員
会
を
通
し
て
市
の

関
係
部
署
、
警
察
や
観
光
協
会
等

の
関
係
機
関
が
お
互
い
に
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
合
併
以
降
は
、
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
経
営
に
向
け
、

職
員
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
職
員
数
の
削
減
を
進
め
て
き

た
が
、
各
課
の
業
務
状
況
に
応
じ

て
、
必
要
な
人
員
を
配
置
し
て
い

る
。
今
後
も
、
国
体
の
よ
う
な
大

き
な
大
会
に
は
、
時
限
的
な
組
織

を
新
た
に
設
置
し
対
応
し
て
い

く
。

問
：
良
い
も
の
を
作
る
に
は
、
良
い

組
織
と
良
い
人
材
、
そ
し
て
最
低

限
の
人
数
が
必
要
だ
。
現
在
の
よ

う
な
体
制
で
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

や
新
た
な
企
画
・
立
案
、
そ
し
て

時
代
に
見
合
っ
た
大
会
運
営
が
果

た
し
て
可
能
な
の
か
疑
問
だ
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
は
、
教
育
委

員
会
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

人
格
形
成
と
い
っ
た
教
育
的
要
素

が
強
か
っ
た
た
め
と
考
え
る
。
し

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
概
念
は
多
様

化
が
急
速
に
進
み
、
現
在
は
観
光

や
関
連
産
業
と
の
結
び
つ
き
が
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　

多
様
化
が
進
む
ス
ポ
ー
ツ
分
野

を
担
う
先
進
的
な
組
織
体
制
を
整

え
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
湯
沢
副
市
長
）
：
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
に
は
、
民
間

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
、
ス
ポ
ー
ツ
部

門
と
観
光
部
門
が
情
報
を
共
有
化

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
　

次
期
総
合
計
画
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
の
構
築
を
予
定
し
て

い
る
。
次
期
総
合
計
画
は
、
今
年

度
と
来
年
度
に
か
け
て
検
討
予
定

で
あ
り
、
庁
内
組
織
に
つ
い
て
も

合
わ
せ
て
実
施
し
た
い
の
で
、
も

う
少
し
時
間
を
要
す
る
。

和
田
公
伸
議
員
（
成
和
）

問
：
県
は
、
昨
年
７
月
の
国
体
開
催

の
内
々
定
を
受
け
、
準
備
委
員
会

を
設
置
し
開
催
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　

栃
木
国
体
の
開
催
は
、
平
成
32

年
で
、
県
内
開
催
は
42
年
ぶ
り
と

　

な
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
　

そ
こ
で
、
栃
木
国
体
に
向
け
た

当
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
大
島
企
画
部
長
）
：
県
は
本
年

５
月
、
開
催
準
備
に
取
り
組
む
た

め
、
知
事
を
会
長
と
す
る
「
第
77

回
国
民
体
育
大
会
栃
木
県
準
備
委

員
会
」
を
設
置
し
、
競
技
別
会
場

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

　
　

会
場
の
選
定
に
あ
た
り
、
県
教

育
委
員
会
か
ら
各
自
治
体
に
対

し
、
競
技
会
開
催
の
意
向
調
査
が

あ
り
、
当
市
は
、
栃
の
葉
国
体
や

国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
開
催

実
績
の
あ
る
「
ホ
ッ
ケ
ー
」
、

「
山
岳
」
の
２
つ
の
競
技
の
開
催

意
向
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

関
係
競
技
団
体
と
連
携
し
、
会
場

の
誘
致
に
向
け
て
働
き
掛
け
て
い

く
。

　
　

ま
た
、
指
導
者
育
成
に
つ
い
て

は
、
栃
木
国
体
に
向
け
て
県
が
設

置
し
た
「
競
技
力
向
上
対
策
本

部
」
の
情
報
収
集
に
努
め
、
長
期

的
な
視
点
で
関
係
競
技
団
体
と
連

携
を
図
り
推
進
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

振
興
に
つ
い
て

振
興
に
つ
い
て

日光霧降アイスアリーナ

栃
木
国
体
に
つ
い
て

栃
木
国
体
に
つ
い
て
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次
に
、
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
競
技
会
場
が
平
成
27
年
ま
で

に
内
定
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
度
か
ら
始
ま
る
、
新
た
な
「
日

光
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
中

に
位
置
づ
け
、
計
画
的
に
整
備
し

て
い
く
。

問
：
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
当
市
を
代
表
す

る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
一
つ
で
あ
る

が
、
現
在
、
競
技
者
や
指
導
者
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解

消
の
た
め
、
栃
木
国
体
と
い
う
目

標
も
で
き
た
の
で
、
学
校
教
育
の

中
で
授
業
に
組
み
入
れ
る
な
ど
し

て
、
普
及
啓
発
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
（
前
田
教
育
長
）
：
平
成
34
年
開

催
の
国
体
も
視
野
に
入
れ
、
ホ
ッ

ケ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
競

技
に
つ
い
て
も
、
学
校
教
育
の
中

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
知
り
、

興
味
を
も
っ
て
親
し
め
る
環
境
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
合
併
後
の
日
光
市
に
つ
い
て

○
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い
て

三
好
國
章
議
員
（
志
民
ネ
ッ
ト
）

問
：
下
今
市
駅
は
、
始
発
が
５
時
13

分
、
最
終
が
22
時
41
分
着
で
、
一

日
の
乗
降
客
は
約
１
３
０
０
人
で

あ
る
。

　
　

駅
の
付
近
に
市
営
駐
車
場
が
あ

　

る
が
、
駐
車
可
能
台
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
に
よ
り
移
転
の
話
が
あ

る
が
、
移
転
場
所
等
に
つ
い
て
伺

う
。

答
（
大
橋
建
設
部
長
）
：
下
今
市
駅

付
近
の
市
営
駐
車
場
は
、
栃
木
銀

行
今
市
支
店
の
隣
接
市
有
地
を
利

用
し
た
東
町
駐
車
場
を
設
置
運
営

し
て
い
る
。
当
駐
車
場
は
、
東
武

下
今
市
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
事
業
用
地
を
一
時
的
に
利
用
し

た
駐
車
場
で
あ
り
、
地
元
商
店
街

の
強
い
意
向
に
よ
り
商
店
街
利
用

者
の
駐
車
場
と
し
て
暫
定
的
に
設

置
し
、
管
理
し
て
い
る
。

　
　

利
用
料
金
は
無
料
と
し
、
利
用

時
間
は
、
商
店
街
利
用
者
に
合
わ

せ
て
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時

と
し
て
お
り
、
駐
車
可
能
台
数
は

普
通
車
で
54
台
で
あ
る
が
、
東
武

下
今
市
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
よ
り
改
築
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

新
た
な
駐
車
場
は
、
現
在
の
駐

車
場
の
西
側
隣
接
地
に
用
地
を
取

得
し
、
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、

駐
車
可
能
台
数
は
、
約
40
台
を
予

定
し
て
い
る
。
利
用
時
間
及
び
料

金
徴
収
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
地
元
商
店
街
や
自
治
会
な
ど

と
も
協
議
し
て
い
く
。

問
：
市
民
は
、
低
料
金
で
24
時
間
利

用
で
き
る
駐
車
場
を
望
ん
で
い
る

が
、
現
在
の
市
営
駐
車
場
は
、
そ

の
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
。
市
民

の
利
便
性
の
た
め
に
、
市
は
、
そ

う
し
た
対
応
が
で
き
る
駐
車
場
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
建
設
部
長
）
：
市
街
地
の
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
今
市
駅
周

辺
も
含
め
、
市
営
駐
車
場
を
数
箇

所
設
置
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
商

店
街
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
か

ら
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
中

で
も
、
通
勤
者
等
を
対
象
と
し
た

駐
車
場
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
し

て
い
な
い
。

　
　

電
車
を
利
用
す
る
市
民
の
た
め

の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

生
活
安
全
課
と
協
議
し
て
い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
奥
日
光
の
自
然
環
境
に
つ
い
て

福
田
道
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

問
：
市
の
環
境
基
本
計
画
で
は
、
良

　

好
な
大
気
環
境
を
保
全
し
、
さ
わ

や
か
な
空
気
と
き
れ
い
な
星
空
が

保
た
れ
た
快
適
で
良
好
な
生
活
環

境
を
守
り
、
将
来
世
代
に
継
承
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

大
沢
町
で
操
業
し
て
い
る
堆
肥

製
造
会
社
周
辺
に
住
む
住
民
は
、

「
臭
く
て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

な
ど
、
不
快
な
臭
い
で
今
も
悩
ま

さ
れ
て
お
り
、
し
っ
か
り
し
た
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

２
０
１
０
年
７
月
に
市
の
担
当

課
も
立
会
い
、
「
環
境
保
全
に
関

　

す
る
協
定
書
」
が
堆
肥
製
造
会
社

と
地
域
自
治
会
と
の
間
で
結
ば
れ

た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
が

し
っ
か
り
実
践
さ
れ
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
環
境
・
悪
臭
問
題
解

決
の
た
め
に
、
専
門
家
を
入
れ
た

チ
ー
ム
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

答
（
柴
田
産
業
環
境
部
長
）
：
こ
の

協
定
書
で
は
、
臭
気
指
数
の
上
限

値
を
14
と
定
め
、
悪
臭
防
止
法
に

基
づ
く
基
準
値
よ
り
厳
し
く
設
定

し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
悪
臭

の
問
題
が
続
い
て
い
る
。

　
　

悪
臭
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
は
、
地
元
自
治
会
や
悪
臭
問
題

対
策
協
議
会
、
事
業
者
、
市
の
三

者
の
協
議
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
協
議
の
場
に
専
門
家
を

招
き
意
見
を
伺
う
こ
と
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　

ま
た
、
専
門
家
を
入
れ
た
チ
ー

ム
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
三
者
協

議
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
：
住
民
か
ら
は
、
環
境
・
悪
臭
問

東
武
下
今
市
駅
付
近
の

東
武
下
今
市
駅
付
近
の

市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

大
沢
地
域
悪
臭
問
題
に

大
沢
地
域
悪
臭
問
題
に

つ
い
て

つ
い
て
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題
が
当
事
者
任
せ
に
な
っ
て
お

り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
い
て
い

な
い
と
い
っ
た
不
満
が
あ
り
、
臭

気
の
基
準
を
改
定
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
要
望
が
出
て
い
る
。

　
　

悪
臭
防
止
法
が
２
０
１
２
年
に

改
正
さ
れ
、
県
か
ら
市
に
規
制
の

権
限
が
移
っ
た
の
で
、
地
域
の
現

状
に
合
わ
せ
て
現
在
の
協
定
書
を

改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
産
業
環
境
部
長
）
：
現
在
の
協

定
書
は
当
初
の
締
結
か
ら
４
年
が

経
過
し
て
お
り
、
三
者
に
よ
り
協

定
書
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
し

た
い
と
考
え
る
。

　
　

ま
た
、
そ
の
中
で
、
こ
の
協
定

書
が
ど
こ
ま
で
守
ら
れ
た
の
か
、

ま
た
、
ど
こ
が
守
ら
れ
て
い
な
い

の
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た

い
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
公
共
交
通
・
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ

い
て

○
大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
自
由

広
場
の
拡
張
に
つ
い
て

荒
川
礼
子
議
員
（
公
明
党
）

問
：
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
は
130
疾

患
の
中
に
は
入
っ
て
い
る
が
、
特

定
疾
患
に
は
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず

医
療
費
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。
毎
月
の
医
療
費
も
高
額
で

あ
り
、
生
活
の
た
め
に
何
と
か
体

　

に
負
担
の
少
な
い
仕
事
を
探
そ
う

と
通
信
教
育
で
資
格
を
取
っ
た

が
、
な
か
な
か
就
職
で
き
な
い
と

い
っ
た
相
談
を
受
け
た
。

　
　

こ
う
し
た
難
病
の
方
々
は
、
病

気
の
た
め
に
就
職
を
断
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
。
ま
た
、
就
職
で
き
た

と
し
て
も
、
定
期
的
に
通
院
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
体
調

が
悪
く
な
る
確
率
も
多
か
っ
た
り

と
、
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
。

　
　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
難
病
の
方

の
就
労
支
援
に
対
し
、
市
は
ど
の

よ
う
な
独
自
の
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
難
病
に
り

患
さ
れ
て
い
る
方
の
就
労
支
援
に

つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

の
改
正
に
伴
い
、
障
が
い
者
の
就

労
支
援
と
同
様
に
「
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
事
業

所
内
や
企
業
に
お
け
る
作
業
や
実

習
、
適
正
に
合
っ
た
職
場
さ
が
し

等
の
支
援
を
行
う
「
就
労
移
行
支

援
」
と
、
通
所
に
よ
る
就
労
機
会

の
提
供
や
、
一
般
就
労
へ
の
移
行

に
向
け
た
支
援
を
行
う
「
就
労
継

続
支
援
」
で
あ
る
。

　
　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、

市
独
自
の
支
援
と
し
て
い
る
「
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
通
所

費
助
成
事
業
」
の
対
象
に
な
る
。

こ
の
事
業
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
、
就
労
支
援

施
設
へ
通
所
す
る
場
合
、
交
通
費

を
全
額
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

難
病
に
り
患
さ
れ
て
い
る
方

は
、
病
気
の
治
療
方
法
や
症
状
の

程
度
に
よ
っ
て
様
々
な
形
態
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
個
々
の
障
が

い
特
性
に
応
じ
た
決
め
細
や
か
な

職
業
相
談
や
職
業
紹
介
を
行
っ
て

　

い
る
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
や

「
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
、
「
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
の
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
就
労
支
援
を

進
め
て
い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
つ
い

て
山
越
一
治
議
員
（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向
）

問
：
30
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
異
常

　

気
象
に
よ
り
、
今
年
２
月
に
降
り

　

積
も
っ
た
雪
は
、
全
国
各
地
で
記

録
的
豪
雪
と
な
り
、
各
地
域
の
道

路
網
は
マ
ヒ
状
態
に
陥
っ
た
。
当

市
で
の
人
的
被
害
に
つ
い
て
は
、

幸
い
に
も
死
亡
事
故
は
発
生
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
雪
崩
に
巻
き

込
ま
れ
て
、
10
名
の
方
が
人
的

被
害
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
物
被

害
、
道
路
被
害
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

被
害
、
農
業
被
害
、
林
業
被
害
、

帰
宅
困
難
者
等
の
被
害
が
発
生
し

た
。

　
　

今
回
の
大
雪
に
対
し
、
道
路
の

除
排
雪
等
の
備
え
は
十
分
だ
っ
た

の
か
、
ま
た
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
（
斎
藤
総
務
部
長
）
：
除
排
雪
対

策
が
遅
延
し
た
理
由
は
、
時
間
当

た
り
の
降
雪
量
が
多
く
、
非
常
に

　

重
い
雪
質
で
あ
っ
た
た
め
、
重
機

　

の
除
雪
能
力
が
通
常
作
業
に
比
べ

半
減
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

難
病
支
援
に
つ
い
て

難
病
支
援
に
つ
い
て

除雪作業のようす

大
雪
に
対
す
る
雪
害
対
策

大
雪
に
対
す
る
雪
害
対
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て
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一

般

質

問

　
　

ま
た
、
除
排
雪
委
託
業
者
の
手

持
ち
重
機
不
足
、
重
機
の
老
朽
化

に
よ
る
作
業
効
率
の
低
下
、
さ
ら

に
は
、
倒
木
の
影
響
が
大
き
な
要

因
で
あ
っ
た
。

　
　

今
後
の
、
大
雪
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
降
雪
に
よ
り
明
ら
か

に
さ
れ
た
課
題
を
関
係
各
課
で
整

理
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
関
係
機

関
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

緊
急
度
、
重
要
性
に
よ
る
実
施
順

位
の
整
理
、
業
者
間
で
の
応
援
体

制
の
整
備
な
ど
、
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
整
備
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

問
：
市
長
は
、
各
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
市
政

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
今
後
の

豪
雪
に
対
す
る
危
機
管
理
対
策
と

し
て
、
市
内
各
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
仮
称
「
日
光
市
雪
害
対
策
協

議
会
」
の
設
置
を
提
案
す
る
が
市

長
の
考
え
は
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
こ
れ
ま
で
も
各

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
市
政
を

行
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
市
政
と
い
う
も

の
を
打
ち
出
し
た
が
、
今
回
の
大

雪
の
被
害
で
、
改
め
て
そ
の
重
要

性
を
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
雪
害
対
策
協
議
会
に

つ
い
て
も
、
各
総
合
支
所
の
担
当

課
に
お
い
て
、
設
立
に
向
け
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

福
田
悦
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

問
：
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
約

88
％
が
家
屋
の
倒
壊
、
家
具
の
転

倒
で
の
圧
迫
死
で
あ
り
、
家
屋
内

で
の
負
傷
者
の
内
、
家
具
な
ど
の

転
倒
に
よ
る
負
傷
は
約
46
％
で
あ

る
。

　
　

地
震
災
害
に
備
え
、
東
京
都
で

は
障
が
い
者
や
高
齢
者
世
帯
に
対

し
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
へ

の
助
成
を
行
い
、
全
国
で
も
同
様

の
支
援
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。

　
　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
安
全
確

保
に
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
取
付

　

支
援
を
提
案
す
る
が
、
そ
の
対
応

は
。

答
（
総
務
部
長
）
：
家
具
転
倒
防
止

器
具
の
取
付
は
、
地
震
発
生
時
の

　

災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
方
策
と

　

し
て
有
効
で
あ
る
。
自
ら
器
具
取

付
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
世

帯
に
対
し
て
は
、
福
祉
部
門
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
含
め
、
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す

る
。

問
：
地
震
に
よ
る
家
具
等
の
転
倒

は
、
避
難
や
救
出
の
た
め
の
経
路

を
塞
ぐ
こ
と
に
な
る
た
め
、
早
急

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
支

援
の
実
施
時
期
は
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
福
祉
部
門
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
活
用
を
視
野
に
検
討

　

し
て
い
る
が
、
今
年
度
中
に
実
施

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

問
：
子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
は
、
１

月
、
２
月
に
、
対
象
者
の
12
・

３
％
、
１
７
１
３
人
が
受
検
、
結

果
は
精
密
検
査
を
要
す
る
Ｂ
判
定

は
18
名
、
Ｃ
判
定
３
名
で
あ
っ

た
。

　
　

甲
状
腺
が
ん
な
ど
の
発
症
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
経

験
か
ら
も
、
被
爆
後
３
〜
５
年
後

に
急
激
に
増
加
す
る
。
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
守
る
上
で
も
今
後
の

健
康
調
査
の
継
続
、
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
重
要
と
な
る
が
、
今
後
の
対

策
は
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
対
象
者
全
員
に

郵
送
で
個
別
通
知
を
し
、
今
年
度

か
ら
検
査
を
８
月
と
１
月
の
２
回

実
施
す
る
。
周
知
方
法
や
情
報
提

供
、
検
査
の
受
け
や
す
さ
に
留
意

し
な
が
ら
、
検
査
の
継
続
を
図
っ

て
い
く
。

問
：
検
査
は
３
千
円
の
自
己
負
担
が

必
要
で
あ
り
、
継
続
し
た
検
査
を

行
う
に
は
、
保
護
者
負
担
を
軽
減

す
べ
き
で
、
特
に
２
人
目
、
３
人

目
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
負
担
軽
減

を
図
れ
な
い
か
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
子
ど
も
が
２

人
、
３
人
い
る
家
庭
が
ほ
と
ん
ど

受
け
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
軽
減
も
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
防
災
対
策
（
雪
害
対
策
、
防
災
無

線
設
置
）
に
つ
い
て

○
足
尾
す
の
こ
橋
ダ
ム
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

加
藤
優
議
員
（
市
民
の
力
）

問
：
「
道
の
駅
」
の
登
録
は
、
市
町

村
長
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
国
土

交
通
省
で
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

　

る
が
、
そ
の
要
件
は
、
24
時
間
利

用
可
能
な
駐
車
場
・
ト
イ
レ
を
有

す
る
こ
と
、
情
報
提
供
施
設
を
有

す
る
こ
と
、
地
域
振
興
施
設
を
備

　

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

小
倉
町
集
客
拠
点
施
設
は
、
そ

　

れ
ら
の
要
件
を
備
え
て
い
る
と
思

　

う
が
、
「
道
の
駅
」
登
録
に
向
け

た
市
の
考
え
は
。

答
（
建
設
部
長
）
：
「
道
の
駅
」
の

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
駐
車

①

②

①
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付

①
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付

　

支
援
を

　

支
援
を

②
子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査

②
子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査
に
つ
に
つ

　

い
て

　

い
て

小
倉
町
集
客
拠
点
施
設
の

小
倉
町
集
客
拠
点
施
設
の

活
用
に
つ
い
て

活
用
に
つ
い
て
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一

般

質

問

　

場
や
公
衆
ト
イ
レ
を
無
料
で
24
時

　

間
利
用
可
能
な
状
況
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
　

し
か
し
、
当
該
施
設
は
、
地
域

住
民
の
居
住
エ
リ
ア
内
に
整
備
す

る
た
め
、
夜
間
に
お
け
る
車
の
出

入
り
等
に
よ
る
騒
音
防
止
の
観
点

な
ど
か
ら
、
道
の
駅
の
登
録
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
：
当
該
施
設
は
、
集
客
施
設
と
し

て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
夜
間

の
出
入
り
や
騒
音
の
問
題
は
あ
る

と
思
う
が
、
目
の
前
に
交
番
が
で

き
る
こ
と
も
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
な
ど
の
方
法
を
検
討
す
る

こ
と
で
、
近
隣
居
住
者
へ
の
影
響

も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

　
　

道
の
駅
と
し
て
認
定
さ
れ
れ

ば
、
当
市
に
通
じ
る
周
辺
道
路
に

道
の
駅
の
看
板
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
様
々
な
観
光
情
報
誌

等
に
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
集
客
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
　

ま
た
、
市
街
地
内
に
あ
る
道
の

駅
は
全
国
的
に
も
例
が
な
く
、
話

題
性
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

登
録
に
向
け
た
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
当
該
施
設
は
集

客
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
い
つ
で
も
多
く
の
お
客

さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
居
住
地
域
内
に
整
備

さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
生
活
の
場

に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

施
設
の
近
隣
住
民
や
自
治
会
、
商

店
街
等
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
道
の
駅

と
し
て
登
録
し
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
強
い
要
望
等
が
出
て
く
れ
ば
、

騒
音
等
の
問
題
も
ク
リ
ア
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
登
録

に
向
け
た
検
討
も
考
え
ら
れ
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

川
村
寿
利
議
員
（
グ
ル
ー
プ
響
）

問
：
市
で
は
、
毎
年
９
月
に
市
内
を

周
遊
す
る
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
日
光
」
を
開
催

し
て
お
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
あ
る
が
、
市
内
に
は
安
心

し
て
練
習
で
き
る
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
が
少
な
い
た
め
、
市
民
の
自
転

車
愛
好
家
の
中
に
は
、
参
加
を
見

　

送
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

　
　

市
民
の
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
本
格
的

な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
に
利
用
で
き

る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
、
霧
降

大
橋
か
ら
下
流
の
開
進
橋
ま
で
の

約
12
㎞
の
大
谷
川
堤
防
両
岸
を
、

「
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路
」

と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
（
建
設
部
長
）
：
近
年
の
自
転
車

利
用
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
歩
行

者
と
自
転
車
双
方
の
安
全
性
の
確

保
を
目
的
と
し
て
、
通
行
帯
を
分

離
し
、
安
全
・
快
適
な
利
用
環
境

を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
　

ま
た
、
堤
防
上
の
道
路
は
、
河

川
の
維
持
管
理
の
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
自
転
車
の
利
用
も
可
能
な

も
の
と
す
る
に
は
、
安
全
柵
の
設

置
が
必
要
に
な
る
が
、
仮
に
そ
の

よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
た
場
合

は
、
河
川
管
理
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
な
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
堤
防
上

の
道
路
を
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

問
：
堤
防
上
の
道
路
幅
は
３
ｍ
以
上

あ
り
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
走
行

と
し
て
の
幅
員
は
十
分
確
保
で
き

る
と
共
に
、
河
川
の
有
効
活
用
や

河
川
環
境
の
維
持
向
上
か
ら
も
歩

行
者
・
自
転
車
専
用
道
路
と
し
て

活
用
で
き
な
い
か
、
再
度
伺
う
。

答
（
建
設
部
長
）
：
先
に
述
べ
た
理

由
に
よ
り
、
専
用
道
路
と
し
て
の

活
用
は
難
し
い
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
国
は
、
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安

全
で
快
適
な
自
転
車
通
行
空
間
を

効
果
的
・
効
率
的
に
整
備
す
る

「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」

の
策
定
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　

当
市
で
も
、
健
康
増
進
と
観
光

振
興
を
目
的
と
し
て
、
大
谷
川
沿

線
道
路
を
活
用
し
た
「
自
転
車

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
の
策
定

を
、
次
期
総
合
計
画
に
位
置
づ
け

る
こ
と
も
含
め
検
討
す
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
道
路
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

整備が進む小倉町集客拠点施設

大谷橋からの風景

歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路

歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路

整
備
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

整
備
計
画
の
推
進
に
つ
い
て



市議会からこんにちは／２０１４.７　.２５13

意

見

書

≪提出先≫
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣

　我が国におけるウイルス性肝炎患者は 350 万人以上いると推定されています。しかし、ウイル
ス性肝炎患者に対する国の医療費助成の対象は、一定の抗ウイルス療法に限定されており、より
重篤化した肝硬変・肝がん患者の入院・手術費用等は極めて高額に上るにもかかわらず、医療費
助成の対象外となっています。
　また、現在の制度では、肝炎患者に対する生活支援の実効性を発揮していない指摘が医師から
もなされているため、障害者手帳の認定基準なども含め、患者の実態に応じた国の助成制度を創
設するよう意見書を提出しました。

【求めた事項】
１. ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。

２. 身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に 

 応じた認定制度にすること。

平成26年９月
 日光市議会定例会会期日程予定
【会期  ８月29日（金）～９月29日（月）　32日間】

※この日程はあくまでも予定であり、日程が変更となる場合がありま
すので、議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わせ願います。
【問合せ先】　0288－21－5140 （議会事務局直通）

月 /日

8 / 29

9 / ２

9 / 4

9 / 5

9 / 9

9 / 11

9 / 12

9 / 16

9 / 18

9 / 19

9 / 22

9 / 29

金

火

木

金

火

木

金

火

木

金

月

月

（開会）上程・説明

委員会付託

採決

一般質問

一般質問

一般質問予備日

（閉会）

本  会  議

本  会  議

付　託　委  員  会

付　託　委  員  会

本  会  議

本  会  議

本  会  議

本  会  議

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会・本会議

曜日 会 期 日 程 備　考

　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書

意 見 書

こんな時、こんな物も、
議員の寄附禁止の対象となります

病気見舞い お祭りへの
寄附や差入

地域の行事や
スポーツ大会
への飲食物の
差入

落成式
開店祝の花輪

秘書等が代理
で出席する場
合の結婚祝

秘書等が代理
で出席する場
合の葬式の香
典

葬式の花輪
供花

落町内会の集
会や旅行など
の催物への寸
志や飲食物の
差入

お中元や
お歳暮

入学祝
卒業祝

政治家や候補者が選挙区内にある者に対して寄附をすると
処罰されます。有権者が寄附を求めることもできません。



14市議会からこんにちは／２０１４.７　.２５

常
任
委
員
会
活
動
計
画

活 動 計 画活 動 計 画

市民福祉常任委員会
　市民福祉常任委員会は、初当選議員３名を含む７名の新たな体制で始動致しました。当委員会は、
生活安全課、市民課、保険年金課、税務課、収税課、高齢福祉課、介護保険課、人権・男女共同参画課、
生活福祉課、子育て支援課、健康課、及び各総合支所の市民福祉課を所管しています。
　５月１５日、所管する担当部署から、今年度の新規事業及び重要事業の説明があり、それぞれの事
業について質疑応答を行いました。また、６月定例会において当委員会に付託された陳情第３号「「介
護・医療総合確保法案」の撤回を求める陳情」、陳情第５号「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成
の拡充に関する陳情」については、６月５日及び１２日の２日間、それぞれ審査を行いました。
　陳情第３号の審査においては、「４つ全てを採択することは難しいと思うので、もう少し時間をいた
だきたい」「入院ベッドの削減は、患者の追い出しにつながるなど今回の陳情については、すべて賛成」
「地域における介護や医療の総合的な確保を図るための改革を実施しなくてはいけないという国の狙い
だと思うので、この法案の実現を図ることが国の将来につながるので反対」など各委員から活発な意
見が出されましたが、陳情内容については、更に調査研究を要することから、「継続審査」とすること
に決まりました。
　陳情第５号の審査においては、「ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、一部の療法に限定され
ており、より重篤化した肝硬変、肝がん患者に対する助成制度がないことに疑問を感じる。」さらには、
「患者の多くは高額の医療費を負担せざるを得ない現状にあることから、患者の実態に応じた国の助成
制度は必要なものであり、陳情者の願意に賛同できる。」との意見がだされ、採決の結果、「採択すべ
きもの」と決まりました。
　当委員会では、今後重点的に調査する項目を市民ニーズを十分に把握した上で決定していきたいと
考えております。

委員会審査のようす

総務常任委員会
　総務常任委員会は、企画部の総合政策課・地域振興課・秘書広報課、総務部の総務課・財政課・行
政改革課・管財契約課、各総合支所総務課、会計課、選挙管理委員会、監査委員会、固定資産評価審
査委員会、公平委員会及び消防本部の所管に属する事項について、調査や審査を行う委員会です。
　去る５月１５日に委員会を開催し、関係各課から「平成２６年度新規事業・重要事業」について説
明を受けました。そして５月２０日には、平成２６・２７年度の所管事務調査事項について検討を行い、
６月５日の委員会で、『日光ブランド推進事業』『防災対策』『定住促進に向けた婚活支援』『公有財産
の有効活用』の４項目について、所管事務調査事項として取り組むことになりました。
　特に、『防災対策』における「防災行政情報システム」については、昨年度、改選前の委員による委
員会で、執行部から提案のあった基本計画（原案）について調査研究しましたが、「システムの必要性
は認めるが、現段階で予算を計上することは時期尚早である」との結論であったことから、今回、懸

案事項として、引き続き調査・研究することとしました。
　今後、４つの事項を中心に、効果的かつ効率的な活動を行っ
ていきたいと思います。具体的には、調査事項ごとに、執行
部から事業内容の詳細説明を受けて調査を行うとともに、７
月には先進自治体への視察を実施し、その取り組み内容等を
確認して研究・検討を重ね、広域な日光市に相応しい事業の
展開が図れるように、随時、執行部に提言等を行ってまいり
ます。
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産業観光常任委員会

　産業観光常任委員会は、委員の顔ぶれも変わり新たな常任委員会として活動を開始しました。その中
で、今年度から２年間にわたり重点的に調査する項目を、①「観光誘客について」　②「再生可能エネ
ルギーについて」　③「商工業の活性化について」の３点に決定しました。
　①「観光誘客について」では、昨年実施された４つの観光協会の合併に絡めて、各地域の特性を生か
した新しい観光の形態と地域間連携、２０２０年に開催されることが決定した東京オリンピック・パラ
リンピックに向けてのインバウンド事業、観光と農業の６次産業化の推進などの融合・連携について調
査を行います。
　②「再生可能エネルギーについて」では、原発事故の教訓を踏まえ現在の化石燃料に頼り過ぎないク
リーンエネルギー社会の構築を目指し、日光市としての取り組みを調査します。
　③「商工業の活性化について」では、当市の重要な課題でもある雇用の確保・税収アップ、そして人
口減少対策として大きなウェイトを持つ産業振興のための商工業の活性化についての取り組みを調査・

研究します。さらに、所管事務調査に含めませんでしたが、前
常任委員会で調査し提言した各地域の要望・提言・課題のフォ
ローアップを実施していきたいと考えています。
　６月定例会に常任委員会に付託された、陳情第４号「労働者
保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める要請」につ
いては、非常に活発な論議が行われました。２回目の陳情審査
の中で、提出者側の説明を受け、数多くの質疑応答の後に、「労
働者の雇用条件は、現状を維持すべきである」、「必ずしも今回
の改正は改悪とは認められない」、「未だ国において審議中であ
る」などの意見が出され、採決の結果、継続審査となりました。
今後さらに、研究・審査して結論を出したいと考えています。

教育建設水道常任委員会
　当委員会は、教育委員会、建設部、上下水道部の所管に属する事項について、調査や審査を行う委員会
であり、平成２６年度から２７年度までの２年間に調査する項目を『スポーツ合宿誘致と施設整備』及び
『自然災害対策』に決定しました。
　『スポーツ合宿誘致と施設整備』については、４年後の韓国の冬季オリンピック、そして２０２０年の
東京オリンピック・パラリンピック、さらには、２０２２年の栃木国体などのビッグイベントが開催され
ることに伴い、国内ではキャンプ地の誘致等に向けた活動が活発になってきています。選手・役員等の宿
泊や観戦に伴う一定の経済効果やスポーツの普及、当市の知名度アップ、国際交流など幅広い効果が期待
できますので、この機会を好機と捉えた対策が必要であると考えています。そこで、当常任委員会は、担
当部課等のイベント開催計画や関係競技団体との連携、さらには、スポーツ施設の整備計画等について調
査していく予定です。
　次に、『自然災害対策』については、今年２月の大雪は、高齢者の方でもこれまでに経験したことがな
いような豪雪となり、除排雪の遅れや、倒木により車両の通行が不能になるなどライフラインへの被害も
発生しました。幸いにも死亡事故は発生しなかったものの、雪崩
に巻き込まれた方々もあり、また、建物被害やビニールハウスの
倒壊など農林業にも被害が及ぶことになりました。
　また、夏から秋にかけては、大型台風やゲリラ豪雨と呼ばれる
大雨などがあり、低地の道路が冠水するなど、異常気象による被
害が年々増えてきています。
　これらのことから、国県道及び市道の維持管理・除排雪等の連
携体制を調査研究することにより、県、業者、市の情報の共有化
を図り、応援体制を構築する方法について、執行部に提言してま
いります。

委員会審査のようす

大雨による被害の現地調査
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議員全員協議会議員全員協議会

広 報 委 員 会広 報 委 員 会

議会運営委員会議会運営委員会

総務常任委員会総務常任委員会

市民福祉常任委員会市民福祉常任委員会

産業観光常任委員会産業観光常任委員会

教育建設水道常任委員会教育建設水道常任委員会

本庁舎整備検討調査特別委員会本庁舎整備検討調査特別委員会

総合計画検討調査特別委員会会総合計画検討調査特別委員会

▶５月９日 ○正副委員長
　の互選
▶５月15日 ○平成26年度
　新規事業・重要事業につ
　いて
▶５月20日 ○所管事務調
　査事項について
▶６月５日 ○付託議案審
　査

▶５月９日 ○正副委員長
　の互選
▶５月15日 ○平成26年度
　新規事業・重要事業につ
　いて
▶６月５日 ○付託議案審
　査（陳情）
▶６月12日 ○付託議案審
　査（陳情）

▶５月９日 ○正副委員長
　の互選
▶５月15日 ○平成26年度
　新規事業・重要事業につ
　いて
▶５月30日 ○所管事務調
　査事項について
▶６月５日 ○付託議案審
　査（陳情）
▶６月12日 ○付託議案審
　査（陳情）

▶５月９日 ○正副委員長
　の互選
▶５月15日 ○平成26年度
　新規事業・重要事業につ
　いて
▶６月13日 ○大雨による
　被害について
▶６月27日 ○大雨による
　被害現地調査に関する意
　見交換について

▶５月９日 ○正副委員長
　の互選
▶５月23日 ○平成26年第
　３回定例会について（陳
　情等）
▶５月28日 ○平成26年第
　３回定例会について（会
　期日程等）
▶６月13日 ○平成26年第
　３回定例会について（日
　程追加等）
▶６月19日 ○日程追加に
　ついて

▶４月25日 ○議会人事に
　ついて
▶５月７日 ○５月臨時会
　提出議案について
▶５月９日 ○日光市街並
　形成ガイドライン及びサ
　イン計画について
▶５月28日 ○６月定例会
　提出予定議案について
▶６月３日 ○人事選考委
　員会の報告について
▶６月19日 ○平成26年度
　ほっとトークについて

▶５月28日 ○正副委員長
　の互選
▶６月３日 ○７月発行議
　会広報紙について

▶６月19日 ○正副委員長
　の互選

▶６月19日 ○正副委員長
　の互選

（４月～６月）議会のおもな動き議会のおもな動き
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集
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